
 

 

 

2024年3月 13日（No.23-33） 担当：日本スポーツ協会広報情報システム課（TEL03-6910-5805） 

当協会のスポーツ情報システムは日本馬主協会連合会の支援を受け運営しています。 

 

 

 

 

 

－協議事項－ 

■令和6年度事業計画（案）について 

 令和 6年度 JSPO事業計画案の事業方針、および総合企画委員会所管事業の記載内容について承認されま

した。 

本件は令和 6（2024）年3月 6日開催の令和 5年度第 6回理事会へ付議されます。 

 

■スポーツボランティア部会について 

 スポーツボランティア部会における令和5年度の取り組み状況を報告するとともに、令和6年度の実施計画に

ついて協議し、承認されました。 

（1）令和5年度取り組み状況 

○ 国民スポーツ大会および日本スポーツマスターズ開催地ボランティア活動継続サポート 

・ 日本スポーツマスターズ２０２３福井大会事後ミーティングを実施し、開催地である福井県と大会の振

り返りとともに、福井県におけるボランティアバンクの設立について協議を行った 

・ 国民スポーツ大会に活動継続サポートとして、これから国民スポーツ大会を開催する 8 県の担当者が

一堂に会する令和 5 年度国民スポーツ大会後催県ボランティア担当者オンラインミーティングを実施

予定 

○ モデル事業終了団体等の自走支援 

・ 令和 4年度から引き続き、日本テニス協会におけるボランティアの公募・活用方法の確立に向け、ジャ

パンオープンテニスチャンピオンシップスにおける支援を行った 

 

（2）令和6年度実施計画 

○ 国民スポーツ大会および日本スポーツマスターズ開催地ボランティア活動継続サポート 

・ 国民スポーツ大会におけるスポーツボランティアサポートに関するフレームワーク（雛形）の作成 

・ 後催県のボランティア担当者が一堂に会するオンラインミーティングの開催 

・ 日本スポーツマスターズ開催県への公募ボランティア導入の働きかけ 

○ モデル事業終了団体等の自走支援 

・ 公募ボランティアを活用した大会運営の自走支援 

・ 日本財団ボランティアセンターを活用した公募ボランティアの募集 

・ 公募ボランティア活用に関するニーズ調査および自走支援 

○ JSPO加盟団体を対象とした主催者研修会 

 

■JSPO中期計画2023-2027について 

当協会中期計画のうち本委員会が担当する成果目標である「スポーツボランティア」における令和 5年度の達

成状況に関するレポートについて協議し、承認されました。 

令和5年度第3回総合企画委員会の開催 
 

2月27日（火）開催の標記委員会の概要についてお知らせします。 



 なお、各委員会が承認した「成果目標レポート」は、目標の確実な達成を支援するために別途設置している中期

計画部会からフィードバック案が示された後、加筆・修正を行い、総合企画委員会の承認を経て、令和 6

（2024）年 7月開催の令和 6年度第 3回理事会へ報告されます。 

 

－報告事項－ 

■「一般社団法人スポーツを止めるな」との包括連携協定締結について 

「一般社団法人スポーツを止めるな」と包括連携協定を締結し、令和 5

（2023）年 12月 22日(金)に締結式を実施したことを報告しました。 

 スポーツ界のあらゆるレベルにおいて、女性アスリートが抱える「生理×ス

ポーツ」の課題に対する教育・啓発を推進し、より一層女性のスポーツ参加

促進や活動環境整備に取り組むため、女性スポーツに関する各種の情報共

有・周知や互いの組織の特長を活用した活動を行い、当協会のビジョン 

2027の実現を目指します。 

 

■SDGs目標達成に向けたプロジェクト・チームの取り組み状況について 

 当協会内に設置している SDGs局内プロジェクト・チームの取り組み状況について報告しました。 

 今年度は包括連携協定を締結した「一般社団法人SDGs in Sports」とともに、下記内容に取り組みました。 

・ 当協会加盟団体役員の男女比等に関する調査 

・ スポーツ現場において活用できる SDGsの実践内容をリスト化した「Sport×SDGsアクションリスト」

の作成 

・ 「Sport Japan Vol.72(3-4月号)」での情報提供 

 来年度も引き続き SDGs in Sportsと連携し、SDGs目標達成に向けて取り組みます。 

 

■運動部活動改革に係る事務局プロジェクト・チームの取組状況について 

当協会内に設置している運動部活動改革に係る局内プロジェクト・チームの取り組み状況について報告しまし

た。 

今年度は下記内容に取り組みました。 

・ 加盟団体ミーティングの開催 

第4回を令和5（2023）年 11月30日に開催し、90団体 128名が参加 

令和 4 年度に引き続き実施した加盟団体実態調査の結果概要を報告するとともに、日本中学校体育

連盟や JSPO 加盟団体における運動部活動改革に関する取り組みの情報提供や参加者間の意見・情

報交換を行った 

・ 加盟団体等への情報発信 

    「Sport Japan」への部活動改革に係る連載の掲載 

当協会Webサイト内の運動部活動改革に関する特集ページの充実を図った 

来年度も引き続き運動部活動改革の更なる推進に向けて取り組みます。 

 

■JSPOアカデミーについて 

JSPO 職員として必要な政策提言能力を確実に育成することを目的とした JSPO アカデミーについて、令和

5年度の実施概要を報告しました。 

令和 5年度は、「JSPO中期計画 2023-2027」に関するテーマとした講義・意見交換と、総合型地域スポー

ツクラブやナショナルトレーニングセンターの現場視察を行いました。 

 

 



■JSPO人材育成計画2023-2027の進捗について 

JSPOのミッション、ビジョン 2027の実現に向け、JSPO中期計画2023-2027を着実に実行する JSPO

事務局職員を育成するために策定した、ＪＳＰＯ人材育成計画2023-2027の進捗状況を報告しました。 

令和 5年度は、人事管理、職員の研修、職場環境・組織風土づくり、人材交流の 4点において、職員の育成に

取り組みました。 

（主な取り組み） 

人事評価規程に基づく人事評価（業績・能力評価）／職場外研修（Off-JT）の実施／キャリアデザインシート

の活用／日本サッカー協会、スポーツ安全協会との人材交流 等 

 


